
·—一'- -―-·--·---·-·一•-- •——-- --..  - ---ト

全目眉性it----------ー．見 行
教育競翡 i至：．：：；.. ：：；:::::薗．｀：・・・・嘉：．：•.・；．璽．•.• : .. 為：i:．：．．！t:．：籠1 報5年9 月 48 

疇即·:m..i; 4・；：．！：：：咄：叫曲罪蚕；；；屯妍・ふ：：：：；，p：i••:：：呻：：：；；；a：出j•;:::; ;.:.:•• !••;...:.,.; i•;; ;::ii記・；．．．；．：．．．．．．：：：•;，：ドi
' !ltt;;.~~---――｀｀―-—-一」··発行資任者

第； \·_2. 6 号 染田屋腺柑
·—•—ょ— \-4--—~.... 

• 9,.,. 

韓。日合同夏季研修会によせて
韓国ひらかれた教育研究会会長

ヽ~.

:'.  . 

' 

' •,.,•,. 

7
 
.
.
 
“ 

.

.

.

.

.

.
 
‘ 

.

.

 

3

"

 

』
碁
＇

ぃ
恭
廿' 

ヽ

息
，
｀

`
·
、

.. 

長い間の話し合いが実を結び，今回ソウルで

日本個性化教育研究連盟，・韓璽ひらかれた教育
研究会共同主催の合同直孝研修会を開く事を喜
ばしく思います。
個性化教育研究会とひらかれた教曾研究会の
名称自体はやや異なった帯きをあたえでqれる

・女—

ので，事情に詳しくない第三者にはこの二らの
研究団体が研修会を共演准罹するという事が奇
異なものに見えるかも知れません，
しかし，この二つの研究団体は新しい時代を

生きていかねばならない子供達に最も必要な糧
を与えてやるために新しい目摂意識と方法論を
打ちたてようとしているということ。そのため
に昨日まで当然なものとしてうけいれられて来
た教育的因習に身をもって挑戦している点。お

上や有名な教育理論家の音頭取りによるもので
なく毎日を子供とともに生きていく現場教育者
たちによって盛り上がつて来た教育改革運動で
ある点などから見て，決して異なった性質の団
体ではないと私どもは考えていますし，おそら
く日本側もそういう風にとらえていて下さつt
いるのだと思っています。 ｷ., 

日本と韓国は長い間同じ東洋文化圏の中で育
ってまいりましたし，若干の時間的過程的差異
はありますが，その近代化，現代化の様相にお
いて大きな共通点をもっております。
それがため，、両国の教育界も同一の学制を使

っていること意外にも非常に多くの問題を共有
しております。•

しかし，二つの社会が全く同ーなものではあ
りませんし，その社会的問題意識も同一なもの

ではありえません。
それがため，日本の教育者たちがモ供一人ー·:

人を「個」としてとらえ日進月歩のハイテクを． I•

どのようにして教育の内包に取り入れていくか
に関心を集中し，韓国の教育者がそれに加えて
新しい時代の共同体づくりの主役育成に力を注
ぐことに努めているとしてもこれはご＜自然な
事であると考えます。｀．．塙 ．．．：．．．．．·;!ト：． ..` 
ヽ；•そのよう如ささいな差興むるにもかかわら
ず；•••ここ↓渥集まる我々はユ十—•世紀を目前に迎
えている時点で未来思考的な教育をやろう．．とし
ている点において立派な同志の集まりでありま
す。：．i・:-· ¥.... •. ｷ.:. ;: •. :·.)):',:こ：．·‘.! :.iｷ • : i:.. ` 

教育」の現場がおぞましく思われる点が多々あ
ると思われますが）今申し上げたような状況を
参酌され御観察下さるようお願いいたします。，J
なお，このような性格の国際集会は主題の掘
り下げ以上に人と人との相互理解がもつと堂要
な収穫になるものと思いますので心の窓を開い
て語らいあって下さる事をお願いいたします。
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韓・日合同夏季研修会

1 罪成5年7 月 27 日（灰） ～ 288 （ポ）
l 淑薫骸翠校 肌『ORI| l0『EL
プ第 1 日 7 月 27 日（火）

1 泳怠醐民学知
1 午前
1 ・公開授業 （小学校全学級）
l 外観のすばらしい学校で歓迎の暖かいまなざ
l しを受け，研究会場に入った。もともと普通教
室であったというスペースが明る＜，有効に使

l われているのにびっくりしたc 教育機器，移動
i黒板，水飲み施設などをはじめ，ワークシート
I 入れ，座卓など登富な用具をじようずに使い，
コー・ナーを有効に利用できる学習環境が整つて

9.-. 

iいた。 • 
; 研知受業を通して感じたことは， 1 年～ 6年
i·まで多捺な形態で取り組んでいたこと。課題に
1 応じたグループ学習が多く見られたこと。全学
i年でティームティーチングが実施されていたこ
1 となどである。
i. ・全体的には，非常に落ち着いた雰囲気の中で
l 静かに，目的を持って学習に取り組んでいる子
且が多く見られた。
i----

「
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r
|
1
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午前中は，公開授業の後，地下の食堂におい
て開会式が開かれた。日韓合わせて 300名余
の参加者と報道関係者で，広い会場がいっ、しまい
になった。式では，両会長のあいさつ，泳薫固
民学校長の学校紹介があった。 ` 
午総
講演「日本における

学校建築計画の
系譜と屋宝」

東京都立大学工学部 建設学科教授

上野淳
1980年代には， 100~200校であっ I

た多目的スペースを有する公立小・中学校が， i 
現在では4000校にも達している。これは全i
体の 1 割に当たり急激な速さである；オープン l
スクールとは子どもの心も自由にするものであ 1
る。学校は，どの場所もすぺて学習する場所と 1
して設計すぺきである。等，熱の入った謁演に
韓国の先生方も目を躍かせて聞き入っていた。 1 
質疑も活発でい；くつかを紹介すると，

l: :::、一 : ：・言琴き吾ぎ号：呈言三三こ0:：戸三：／：：：：、l 習，午後は芸能教科の学習を多くして，午前中 作るなど今後の課題である。
iは仕事をしているお母さんも順番でボランティ 質・建設コストはどうなのか。 • 
I ア活動として子どもたちの学習を支えているそ 答・一般的には変わらない。間仕切りがなくて 1
うだ。言葉がひとつも分からないので閉口しな すむから安くなる分，家具やメディア，間
iがらだが雰囲気でたくさん学ぶことのできた意 仕切りの仕掛にお金がかかる。i義あるひとときであった。 （福本） などであった。 ．、 I 
I _ _ -..——- ----• --—- -
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1 暉演「日本におげる個
性化教育の進展J

国立教育研究所 室長

高浦勝義
第 1 日目の午後に， 「日本における個性化教

育の進展」という演題で，高浦先生からお話が

あった。レジュメは既にJヽングルに翻訳されて
いたので，韓国の先生方にも十分理解してもら

えたものと思う。講演の内容は，個性化教育が
求められるようになった背景とその主なねらい

l ，そして我が国における実践経過等についてで
I あり，最後に卯ノ里小学校の実践内容をビデオ
1 で視聰して終了した。約 1 時間の器演であった
iが，韓国の各地から集まった大努の先生方が熱
！心に聞き入っていたのが印象的であった。

（河合）
！六多畜 2 日 7 月 28 日（水）

VICTORIA HOTEL 
：甜駁寅全
講演「韓国教育の展開
・ 逸痒」

i韓国弘盆大学教授

j 金恩山教授の講演は，韓国教育の歴金廷□
．についてでした。日本から出席した会員の為に
1 わざわざ作成された，日本語に翻訳したリーフ
！レットを基にしたのお話は，とてもわかりやす

l い内容でした。
1 同時に，個教との関わりや教育の近代化，そ

I して日本の韓國支配と，日本との共通紐日本
との関わりの深さを，教育の立場で確認しまし
た。

; 韓國の教育を，個教的教育・ハングルの発明
！・近代教育の導入・日帝支記下の教育・解放後

Iの悶言芸：覧盆゜る韓國の教育の箇
所では，支配された民族の立場からの，冷静か

1 つ厳しい分析をされており，私たち日本から参
加者に強い印象を与えました。

1 歴史の中で教育の呆たした役割を，輯國の教
i育史を通じて知り，教育の方針と内容がいかに
国や国民に大きな影審を与えるかを，改めて考

l えさせられた中身の濃い講演でした。（佐久間）

講演「韓国におけるオ
ープン薮育」

韓国教育開発院博士

李容淑
韓国教育開発院は，日本の国研＋放送大学に

あたり，韓国における教育研究・開発・啓蓋の
中心地である。李容淑氏は，そんな斡国教育開
発院におけるオープン教育推進の立て役者であ
る。講演では，まず韓国におけるオープン教育
の歴史と現状が語られ，続いていくつかの評価

研究が紹介された。我国同様韓国でも，近年加
速度的にオープン教育の推進が図られ始めており，万事追い風のようである。しかし，氏はこ I
のような時だからこそ，思想の転換のないうわ
ベだけの実践や，準備不足のままの見切り発車;;ii門ば：芯品玉：りばii
での行政的配慮の拡充など，オープン教育推進 l
のための基盤整備が早急に必要であると指摘し l
た。 ．．．・ ・（奈須） I 

r-- - •I 韓・日合同夏季研修会日程

7月 27 日（月）
：・公開授業 泳薫國民学校
：・開会式

・昼食
：・講演東京都立大学上野浮（日本）

鷹演国立教育研究所高浦勝義（日本）
·7 月 28 日（火）

；・講演弘盆大： 金恩山（韓国） i I I 
i・講演韓国教育開発院李容淑（韓国） ; 

教職研修総合特集刷町 A 5 判／定ほt ,500円（税込）

|オーア·ニニーネ読本
加頷幸次・上智大学教授指導

のもと．オープン・スベース・

. スクールの実践的展開を：冊に

1 まとめました！ オープン・ス
l 

ベースの活用図を付し．：ヽード

・ソフト両面から立体的にアプ

ローチ．ティーム・テ.·-チン

グとオープン・スペース、つ活用

によ叶石かれる涸性化放ゴヘの

道を平易かつ具体的に．和我した

I ぷ5：ェ．まさに待望のミiです．
• •一•阜
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► 主要目次 ◄

(I) オープン・スベース活用

のための基本的知改 10項目
(II) オープン・スベースを活

用する学習夙開モデル 9 項目

（皿｝オープン・スペースの活
用と学習環項・学習材 6 項目

(IV) 実践 1こ竿ぷオープン・ス

ベー．コの活用 小学校・中学校

全国の先進的実践校 18校の実践
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研修会を終えて怖国の飛行機を待つ時間を利 ーー一板門店を訪れて一――· ) 

用して，板門店を訪れた。 ) 
ソウルから，パスで二時間足らずのこの地は んの説明によれば， 「離散家族」の人々が，生

経済の高度成長をひた走る韓国ソウルの喧喚か みEも不明な北の肉親を想い号泣するという。歴．
らは，およそかけ離れた；緑なす大地が続く静ー・ 史の運命とはいえ，韓国のあるいは北朝鮮の人
かな所である。しかしよく見ると，所々に軍服 々の悲痛な苦しみと叫びがここに押し込められ
•の人が見え隠れしているし， 38度線を境とし ているようでもある。
て，．｝凶て）通行を決して許さない鉄条網が延々 それにしても，みはるかす延々と張りめぐさ
と続いている風景である。そういえばソウルか れいる鉄条網！。これこそ，人間が創造した最
らの道（統一路という）には，•いつでもポタン も愚なるものではないかと思われる。 . 

一つで道路を破痺する装置が何力所も設證され
ていた。•‘..

イムジン川にかかる自由の橋は，・名前とは反
対に半世紀近く北と南の自由を分断し，誰も渡
ることのできない不自由の橋である。ガイドさ

冷戦時代が終焉し，世界は今，急速に一つに
なろうとしている。しかし，今なお北と対峙し
緊張する韓国の現実を見た時，有意義で案しか
った旅の熱が一気に消えていく思いであったb

（中澤）
....  -..  -~~-9999 ••=-

カムサハムニタ—•:、......．．．．、 名寧と研究全案内を
おそらく日本と韓國両国の教育史に残るピッ キう斥届とナしヽナ＝しまミづ一0..
グイペントになるであろう，夏季研修会が終わ 本年度の名簿ができま七たのでお届けいたし
りました。 ．・ ..· •• • ます。会の円滑で合理的な運営のために， 1年
韓國の開かれた教育研究盃の誓様や朴先生を 間会搬を納めなかった会員の方100名近くの

始めとする泳薫國民學校の関係者の皆様には， 方の名前を，名縮から削除させて頂きました。
本当にお世話になりました。 ・ それにも関わらず新しい会員の方も多く，約 6
、 日本・から参加者の為に，わざわざ泳薫醐民學 00名（••593名）の会員・団体会員の方が会
校の夏休みの開始を遅らせていただいたり，講 に所属いたしております。ご不明な点がありま
演をなさった先生方が日本譴に揺訳されたリー したら，事務局までご連絡下さい。 • • 
フレットを用意して下さったりと周到な様々な また，事務局が把握しております範囲で.,各 I•

• 校の研究会の日時をお知らせいた拉ました；細
I 準備に感謝の念で滋です。．．·‘.,・・ ・ かいことは，該当校にお問い合わせ下さい。

また，韓國の参加者も：：こちらの予想をはる 本連盟の事務局は，地域組織も含めまして，：
かに上回る数になり，＿そして，参加者の方々の ポランティア活動で運営されております。 i 

ォープン教育への情熱も，私たちの予想を越え 連絡や事務が行き届かない点も多々あろうかと！
たものでした。これでは，韓國にオープン教育· • 
の実践で抜かされてしまうという話も，事務局
の中から出た位でした。
改めて，今回の研修会を準備し韓國の関係者

の皆様に，この紙面を借りまして厚くお礼を申

I し上げたいと思います。
•ありがとうございました。

I カムサハムニダ。
（庶務部長佐久間茂和）
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